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１．研究計画の概要 
本研究は、植民地台湾、中でも植民地社会

において圧倒的なマイノリティであった台
湾先住民に焦点をあてて、近代日本の植民地
統治のあり方の推移と、それが植民地社会に
与えた影響および日本「内地」の特に社会意
識のあり方に与えた影響を、日本「帝国」の
形成期から崩壊期（植民地の側からみれば脱
植民地期）まで、つまり 19 世紀末から 1950
年代というタイムスパンの中で、考察するこ
とを目的とする。 
 
 

２．研究の進捗状況 
(1) 植民地台湾での先住民政策史におい

て第１期とされる 1895年から 1914年に焦点
をあて、当該期において、先住民社会に最大
の影響を与えた政策である「五箇年計画理蕃
事業」について考察し、その政策が強固な人
種主義思想を背景として展開された点を明
らかにした。なおこの研究成果については歴
史学研究会・大会で報告するとともに論文と
して公刊した。 
 
(2) 台湾先住民に対する大規模な「討伐」

従化作戦である「五箇年事業理蕃計画」が台
湾で実施されていた時期に、日本「内地」で
台湾先住民がどのような形で表象され意味
付けられていくのかを、拓殖博覧会（1912年
に東京で開催）に焦点をあて考察した。そこ
から、一面では台湾先住民を「脅威」として
描きながらも、最終的には「文明」による「教
化」という文脈で把握しようとしたのが当該
期の台湾先住民表象の特徴であり、そのよう
な表象行為に人類学的な知見が大きな影響
を与えたことを明らかにした。なお、この成

果は論文として公刊した。 
 
(3) 1920 年代後半から 1930 年代にかけて植
民地台湾でも盛んになっていく「観光」とい
う現象の中で、台湾先住民が「観光資源」と
して位置づけられていく過程とその特徴を、
特に台湾における国立公園設置の動向との
関連で考察した。そこから台湾先住民の歌や
舞踊、手工芸品等が「原始芸術」として再評
価されていく点や、台湾先住民の居住地であ
ったタロコ渓谷一帯が植民地統治下で「観光
地」として位置づけられ、さらに現在でも
様々な「記憶」が考察する「場」であること
を明らかにした。なおこの研究成果は、日本
国内での研究会や国際ワークショップで報
告した。 
 
 
３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 
 
（理由） 

 植民地台湾での先住民政策史において第
１期とされる時期に関しては、設定した課題
の考察をほぼ完了している。第２期について
も、資料の収集およびその分析を 95％近く達
成できており、その結果については現在、論
文執筆をすすめている。また総力戦期につい
ては、予定している資料収集の約 50％以上を
2010年度末までに達成できているため、現時
点で当初の研究計画を、おおむね順調に進め
ることができていると考える。 
 
 
４．今後の研究の推進方策 

(1) 2011 年度は、残された課題について、
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台湾での資料収集を集中的に行うとともに
資料分析をすすめていく。当初の計画では、
1930年に起きた「霧社事件」の考察を先に進
め、その後に総力戦体制期の考察に移る予定
であったが、現時点では総力戦体制期の資料
収集が先行しているため、総力戦体制期に関
する考察結果を論文としてまとめるととも
に、2011年度は特に「霧社事件」に関する資
料収集とその分析を集中的に行う。その際、
「霧社事件」が発生した台湾・霧社とその周
辺地域でのフィールドワークも実施したい
と考えている。さらに 1945 年以降の台湾先
住民社会の変容に関する資料収集も行う予
定である。 
 
(2)そして本研究の最終年度である 2012年度
は、「霧社事件」および 1945 年以降の台湾先
住民社会の変容に関する考察を個別論文と
して公刊するとともに、本研究の最終目標で
ある植民地統治下の台湾先住民に関する通
史的考察をまとめ、学会等で発表し議論を深
めるとともに、著書として公刊するための準
備をすすめていく。 
 
 
５. 代表的な研究成果 
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